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平素は当組合の競馬運営につきまして、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

「ひろみちお兄さんこと佐藤弘道さん」が考案した「高知やさい体操」もできて話題の「高

知の野菜１１人きょうだい」が、２月１６日（土）に高知競馬を再び乗っ取ります。前回（昨

年６月）は日本一の生産量を誇る野菜品目をピーアールした「きょうだい」。今回の第２弾

は、地域の環境を考えた、安心して食べられる「環境保全型農業」で生産された高知野菜を

ピーアールします。 

高知の野菜１１人きょうだいがピーアールする「環境保全型農業」は、化学農薬や肥料を

無駄なく減らす取組みや廃資材の適正処理など、環境に負荷を与えず、持続的に農業を行う

というもの。 

黄色蛍光灯や、粘着板、防虫ネット、ＵＶカットフィルムなどの資材利用やヒメハナカメ

ムシ、カブリダニといった天敵の利用技術などを組み合わせた「ＩＰＭ（総合的病害虫管理）

技術」を利用して生産される高知野菜をもっと知ってもらい、食べてもらおうと付けられた

レース名やレースごとに放送されるピーアール文は必見です。「環境保全型農業」で生産さ

れたと思うとますます美味しく感じられそうな高知野菜。 

今回も、｢高知野菜｣を地元から情報発信するきっかけになればとの思いから、高知野菜に

関わる有志（「高知野菜ＩＰＭ頑張ってます実行委員会」）が協賛をして下さることになりま

した。 

２月１６日当日は、競馬場内での高知野菜、環境保全型農業のパネル展示が行われるほか、

メインレース（第１０競走）の優勝馬関係者への野菜贈呈式がスタンド前ステージで行われ

ます。また、高知野菜人気投票やミニゲームで野菜をあてるなどのイベントが予定されてい

ます。 

※レース名、ＰＲ文等は別添のとおりです。 

 

                                         

「高知の野菜１１人きょうだい」が、 

高知競馬で環境保全型農業をＰＲ！ 

～２月１６日、高知野菜応援レース実施～ 
第２弾 


